
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ８９号 

２０２４年１０月２０日 

編集兼発行人 

瀧澤 照廣 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

リレー随筆（８９）  

写真を楽しむ 
            滝田 敦 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

１．カメラとの出会い 私のカメラとの
付合いは、学生の時に父からお下がりの
一眼レフカメラを貰った時から始まり
ました。その頃は旅行やイベントの記録
撮影がメインでした。その後一眼レフカ
メラにも連写機能やオートフォーカス

機能が導入される一方、低画素でしたがコンパクトデ
ジタルカメラが出現し簡単に携帯できるようになり
ました。初期のデジタル一眼レフカメラは非常に高価
でプロ専用でしたが、次第に手に入り易くなってきた
ので思い切って手元のフィルムの一眼レフ機を売却
して購入しました。そのデジタル一眼も最近ではミラ
ーレスへと移行しています。 
２．作品作り 作品作りを始めたのは退職してからで
す。作品作りでは単に綺麗なだけでは無く何を伝える
かが重要になります。特にコンテストでは他人と異な
る視点も大切になります。日頃の勉強はYouTubeや Web
講座を利用しています。オートフォーカス機能などの
進化が目覚ましい最近のデジタルカメラでは簡単に
綺麗な写真が撮影できるようになり、プロも油断でき
ない状況です。私は比較的動きの少ないものを作品の
メインテーマにしています。自分の意思を確実に反映
するために基本的に露出・シャッタースピード・ピン
トはマニュアルで撮影しています。 
３．現像処理の進化 デジタル化に伴い現像、プリン
トも簡単になりました。子供の頃は自宅に暗室があ
り、狭い部屋に赤や黄色などの薄暗い電球や奇妙な形
をした機器があり薬品の匂いがしていたのを記憶し
ています。魔女の部屋のようでした。今では暗室
(darkroom)で現像していた処理をソフト(Lightroom
など)で簡単に処理できるようになりました。 

４．活動について 
現在は、二科会や茨城支部

のデジカメクラブなど５つ
の写真グループに所属して
おり、公募展を含めて年に 10
回程度の写真展に参加して
います。今年は国立新美術館
で行われた二科展にも出展
させていただきました。 
作例として最近のコンテ

ストでの作品を２点掲載し
ます。「行く末」は、すりガラ
スを背景にして自宅のオブ
ジェをシルエットで撮影し、
神楽坂の路地で撮影した写
真と合成しました。 

５．今後について カメラやスマホが進化し綺麗な写
真は誰でも撮影できるようになりました。生成 AI で
も作品は制作できます。このような状況でも楽しみな
がら他人とは異なる作品作りを地道に追究していき
たいと思います。 

2024 年二科展 
行く末(入選) 

2024 年二科茨城支部展 昼下がり(審査員賞) 

海浜公園の秋 
撮影者：伊藤 泰生 
撮影日：2023 年 10 月 26日 
撮影場所：国営ひたち海浜公園 
撮影余話：この公園には四季の風景を求めて年
に数回訪れている。秋晴れのもとコキア紅葉
とコスモス満開の｢みはらしの丘｣に登った。
絶景を楽しんだ後、遠くに見える大観覧車近
くのフラワーガーデンまで秋の園内を歩い
た。観覧車に乗れば上空から景色を眺望でき
るが、高所が苦手のため地上から眺めること
にした。ここもコスモスは見頃を迎えていた。
園内散歩により歩数は１万を遥かに超え、心
地よい疲労感と満足感で楽園をあとにした。 

 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/
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会員投稿 (第８９回 ) 

日立歴史研究会の紹介 
囲碁伝来の歴史         安田 冨郎 

を
し
、
酒
を
飲
む
。
そ
の
他
の
季
節
行
事
は

ほ
と
ん
ど
中
国
と
同
じ
で
あ
る
。
囲
碁(

棊

博)

、
双
六(

握
槊)

、
樗
蒲(

ち
ょ
ぼ
…
サ
イ

コ
ロ
賭
博
の
よ
う
な
も
の)

の
遊
び
を
好

む
。
気
候
は
温
暖
で
草
木
は
冬
も
青
い
。
土

地
は
肥
え
て
い
て
水
沢
地
が
多
く
陸
が
少

な
い
。
小
さ
な
環
を
鵜
の
首
筋
に
か
け
水

に
入
っ
て
魚
を
捕
ら
せ
る
。
一
日
に
百
余

匹
を
得
る
。
』 

吉
備
真
備
が
中
国
に
渡
る
百
年
以
上
前

の
飛
鳥
時
代
に
、
既
に
日
本
国
内
の
支
配

層
・
知
識
層
の
間
で
盛
ん
に
囲
碁
が
楽
し

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
古
墳

時
代
、
倭
の
五
王

が
大
陸
進
出
し

中
国
と
交
流
す

る
中
で
、
大
王
や

豪
族
に
よ
り
囲

碁
が
知
的
遊
戯

と
し
て
初
め
て

日
本
へ
導
入
さ

れ
た
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
聖
武
帝
ご
愛
用
の
螺
鈿
に
彩
ら
れ

た
木
画
紫
檀
の
棊
局(

碁
盤)

を
観
る
と
、
百

済
経
由
遥
々｢

隋｣

か
ら
渡
来
の
裴
世
清(

は

い
せ
い
せ
い)

が
当
時
三
十
四
歳
の
飛
鳥
の

聖
徳
太
子
に
面
会
し
た
こ
と
、
そ
の
時
彼
は

太
子
が
妹
子
や
蘇
我
馬
子
ら
と
烏
鷺(

う
ろ

…
カ
ラ
ス
と
サ
ギ
、
黒
と
白)

を
戦
わ
せ
る
姿

を
目
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
な
ど
、
歴
史
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

四 

お
わ
り
に 

歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
々
の
入
会
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
日
立
歴
研
へ
の
ご
入
会

は
、
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
左
記

宛
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

安
田
冨
郎
氏 

連
絡
先 

〒316
-000

6 

日
立
市
末
広
町3-

15-2
0 

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス:

0294
-35-

1181 

メ
ー
ル: t

omio
@cro

cus.
ocn.

ne.j
p
 

 

木画紫檀の棊局 
(正倉院御物、伝百済王贈) 

ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、

吉
備
真
備
の

囲
碁
を
始
め

と
す
る
唐
で

の
大
活
躍
が

米
国
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
所

蔵

の

国

宝

｢

吉
備
大
臣
入

唐
絵
巻｣

に
観

る
よ
う
に
、
平

安
時
代
末
期

か
ら
広
く
知

ら
れ
て
い
た

こ
と
が
原
因

で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
思

い
も
か
け
な

い
と
こ
ろ
に

も
っ
と
以
前

か
ら
日
本
に

囲
碁
が
伝
わ

っ
て
い
た
こ

と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
は

聖
徳
太
子
と
小
野
妹
子(

お
の
の
い
も
こ)

で

有
名
な
遣
隋
使
へ
の
答
礼
使
と
し
て
、
隋
か

ら
倭
へ
来
た
裴
世
清(

は
い
せ
い
せ
い)

の
倭

で
の
見
聞
を
纏
め
た
、
隋
の
歴
史
書｢

隋
書
倭

国
伝｣

の
次
の
一
節(

写
真
図
版
参
照
、
前
後

一
頁
省
略)

で
す
。 

原
文(

漢
文)                        

 
『
毎
至
正
月
一
日
必
射
戯
飲
酒 

其
餘
節

略
與
華
同 

好
棊
博
握
槊
樗
蒲
之
戯 

気
候

温
暖
草
木
冬
青 

土
地
膏
膄
水
多
陸
少

以

小
環
挂
鸕
鷀
項
令
水
捕
魚 

日
得
百
餘
頭
』 

現
代
語
訳 

『
正
月
一
日
に
至
る
毎
に
必
ず
射
的
競
技

吉備大臣入唐絵巻(部分) 
唐の名人との打碁の様子 隋書倭国伝(一部) 

在
大
み
か
ク
ラ
ブ
で
月
二
、
三
回
打
碁
と

昼
食
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
二
十
数
年

前
の
退
職
以
来
、
太
極
拳
、
囲
碁
、
歴
史
研

究
、
同
窓
会
活
動
、
家
庭
菜
園
な
ど
に
親
し

み
、
余
暇
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
支
部
便

り
85
号
の
太
極
拳
に
続
き
歴
史
研
究
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。 

二 

日
立
歴
史
研
究
会(
日
立
歴
研)

と
は 

本
会
は
、
日
立
市
油
縄
子
交
流
セ
ン
タ

ー
を
活
動
拠
点
と
す
る
、
素
人
歴
史
愛
好

一 

は
じ
め
に 

私
は
日
立
社
友
ク

ラ
ブ
茨
城
支
部
の
囲

碁
同
好
会
に
東
暁
館

時
代
か
ら
参
加
し
、
現

元
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
部
長
の
小
松
徳

年
先
生
に
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
、
天
地

閣
で
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。 

主
な
活
動 

①
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
毎
月
第
二
日
曜
午

家

40
名
弱

に
よ
る
法

人
格
の
な

い
同
好
会
・

勉
強
会
で
、

令
和
４
年

に
創
立
三

十
周
年
を

迎
え
ま
し

た
。
約
半
数

の
会
員
出

席
の
も
と
、

創立 30 周年記念撮影(天地閣) 

後
の
例
会
…
会
員
発
表
、
講
師
の
講
演
、
歴

史
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
な
ど
午
後
約
二
時
間
半

た
っ
ぷ
り
楽
し
め
ま
す
。
私
は
、
毎
年
二
回

は
自
主
的
に
会
員
発
表
を
し
て
い
ま
す
。 

②
春(

四
月)

秋(

十
月)

年
二
回
の
県
内
外

史
跡
巡
り
…
貸
し
切
り
バ
ス
で
希
望
者
が

近
県
又
は
県
内
の
有
名
史
跡
を
巡
り
、
行

楽
を
兼
ね
て
勉
強
し
ま
す
。
因
み
に
私
は

史
跡
巡
り
が
楽
し
み
で
、
二
十
年
前
に
入

会
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
を
除
き
毎
回

参
加
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

③
年
二
回
会
報｢

ひ
た
ち
歴
研｣

を
発
行
…

会
員
の
投
稿
に
よ
り
本
会
の
発
足
以
来
一

度
の
中
断
も
な
く
発
行
さ
れ
て
お
り
、
現

在
第
四
十
六
号
に
達
し
て
い
ま
す
。
日
立

市
記
念
図
書
館
、
県
立
図
書
館
、
日
立
郷
土

博
物
館
、
茨
城
大
学
図
書
館
、
キ
リ
ス
ト
教

大
学
図
書
館
な
ど
に
収
納
、
展
示
、
閲
覧
さ

れ
て
い
ま
す
。
会
員
に
は
年
二
回
一
冊
ず

つ
無
償
配
布
さ
れ
ま
す
。
編
集
長
は
私
で
、

七
年
十
四
冊
の
会
報
を
発
行
、
現
在
後
継

者
募
集
中
で
す
。
中
川
真
吉
現
会
長(

第
二

代)

は
日
立
電
線
出
身
で
、
歴
史
を
愛
す
る

会
員
相
互
間
の
老
老
介
護
の
中
、
全
員
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

          

な
お
年
会
費
４
０
０
０
円
の
納
入
以
外

に
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
へ
の
参
加

は
自
由
で
す
。 

三 

中
国
か
ら
日
本
へ
の
囲
碁
伝
播
の
紹
介 

 

日
立
歴
研
の
活
動
の
一
端
と
し
て
中
国

か
ら
ど
の
よ
う
な
経
緯
で｢

囲
碁｣

が
日
本

へ
伝
わ
っ
た
の
か
を
お
話
し
て
、
歴
史
に

係
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

囲
碁
は
日
本
の
縄
文
時
代
後
期
に
、
中
国

夏
王
朝
で
考
案
さ
れ
、
遣
唐
使
の
吉
備
真
備

(

き
び
の
ま
き
び)

が
中
国
留
学
の
一
環
と

し
て
囲
碁
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え

45 号表紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

同好会行事に参加して 

茨城支部新入会員勧誘のお願い 

会員の高齢化に伴い会員数が減少方向にありま
す。どうか皆様から OB会等で各同好会の活動を PR
していただき、親睦の和の拡大にご協力をお願いし
ます。 

 

日立社友クラブ理事会・茨城支部役員会報告 

＊第 73 期第 4 回日立社友クラブ理事会報告  
・９月５日実施。 
・本部会員総数は 7,317名(前年比 62名減)。 
・今年度の社友クラブ総会は 10月 4日にホテルニュ
ーオオタニにて実施することになった。 

 また、小平翁記念展の展示品が一部展示される。 
 
＊2024年９月茨城支部役員会報告 
・９月 19 日(木)大みか拠点にて実施。  
・事務局体制の一部変更等を、次の通り了承した。 
総務：退任…新堀俊明(7/末)、桝井晃二(9/末) 

新任…青木俊一(8/1付) 
会計：退任…前橋建司(10/末) 

新任…西野光一(11/１付) 
支部便り・茨ネット・ＨＰ：中村浩三(変更なし) 

・支部入会申込者 ５名の入会が承認され、会員数は 
873名となった(前年比 44名減)。  

・茨城支部規約 (案)は一部修正のうえ承認された。 
今後、社友クラブ本部に提出する。 
また、内規(案)は規約を踏まえたうえで、実情に 
即した運営内容に改正するため継続審議する。 

｢会員投稿｣、｢リレー随筆｣執筆者募集 
支部便りの｢会員投稿｣、｢リレー随筆｣の執筆者を

募集しています。自薦、他薦は問いません。執筆者
候補を中村浩三(kozo@nakamura.email.ne.jp)まで
連絡をお願いします。 

年会費納入お忘れの方にお願い 
会費(同好会費含む)の納入をお忘れの方には、個

別に振込用紙を同封しますので、納入くださるよう
お願いします。 

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。衷心よりご冥福 
をお祈りいたします。 
小林 清峻 令和 05年 4月    満 81歳 
小沢 昇  令和 06年 3月 13 日  満 87歳 
鈴木 知  令和 06年 7月 13 日  満 86歳 
笠井 大史 令和 06年 7月 31 日 満 94歳 
松本 克夫 令和 06年 8月 30 日 満 90歳 
島崎 健次  令和 06年 9月 06 日 満 86歳 
松﨑 四郎  令和 06年 9月 15 日 満 81歳 
新野 毅   令和 06年 9月 21 日 満 75歳 

３ 

2016 年 12 月例会初参加以来８年近くに
なります。写真五七五は、写真と俳句あるい
は川柳との組合せで、３つの楽しみがあり
ます。 

｢写真五七五｣      河島 弘明 

その１つは、俳句を詠むプロセスで、感性を磨くこと
ができます。私は油絵も趣味で、両者相通ずるものがあ
り、人生の味わいが次第に深まってきています。年２回
の題詠会や年 1 回の吟行会では、同じものに対して自
分とは異なる受け止め方があることを実感します。ま
た、通常例会では、題材自由、日常生活の一場面への感
動を句にして発表し合評する中で、人生の何に感動し
ているか、お互いの違いを知ることを通して、感性を広
げることができます。 
 ２つ目は、写真五七五は、写真付き日記とも言えるこ
とです。毎月の例会の積み重ねで、感性豊かな日記帳が
自然にでき上がって行きます。 
３つ目は、俳句の上達。しかし、柿でも実る８年とな

りますが、まだ実感が湧きません。今回の執筆を機に、
気持ちを入れ替え取り組んで行きたいと思います。 
ところで、今や俳句は｢世界の俳句｣となっています。

更なる夢は、国際的な場での俳句の交流です。 
写真五七五 Grの活動を長く続けて来られたのは、助

言はするが批判はしないという良い雰囲気があること
です。新たな多数の皆様のご参加を期待しています。 

｢料理教室｣      三田村 幸雄 
今年８月で料理教室に入会して１年８ケ

月になります。月１回の定例会ですが、先
生が作成されたレシピとワイワイ、ガヤガ
ヤと楽しく格闘しているうちに、あっとい

う間に時間が過ぎてしまいます。私は福井県生れの農
家の次男坊ですが、中学生の頃ある日、母が私達子供に
風呂沸かしの他に夕ご飯を作ってくれるととても嬉し
いと言いました。それは肉の代わりに鯖の水煮の缶詰
めを使ったカレーライスです。それでも母はとても美
味しいと大変喜んでくれ、私達もとてもうれしかった
記憶が強くあります。また、人に美味しい料理を作って
あげることができれば、感謝されることを知り料理に
興味をもちました。 
それから縁あって日立製作所に入社し、寮に入り、海

外出張や駐在なども繰り返して、時には妻と一緒に諸
外国を旅行し、当地の食事を食べる機会をできるだけ
多く持ちました。そして 60歳で定年となりギャバン社
のマレーシア工場でスパイス作りをやり、その後中国
大連交通大学に中国語留学し、最後はブータンで乳飲
料プラント計画に１年携わり、67 歳で日本に帰国しま
した。この間に感じたことは食が一番大事。生きること
は食べることであると実感しました。そして美味しい
料理を作れることは素晴らしい能力であると。これか
らも老夫婦は野菜や果物を作り、家族みんなで美味し
い料理を作って、家族合同の誕生パーテイをやり、健康
で丈夫な体を作って長く人生を楽しみたいものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 100回記念歩こう会の予告 
 令和７年４月４日 「水戸八景めぐり」 
 徳川斉昭が選定した水戸八景をバスも利用して 
 すべて巡ります。ご期待下さい。 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
11 月 12 月 1 月 

 
グループ 

石川 皓  0294-53-7064 
aishikajp@ybb.ne.jp 
 

18(月)   
高萩市 
小山ダム 

 9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 23(月)  久慈川河口 
  9:00～ 
12:00 

  13(月) 
ひたち海浜 

公園 
  9:30～ 
 12:00 

囲 碁 の 会 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

13(水) 
22(金) 
27(水) 

11(水)   
大会
20(金) 
25(水) 

 8(水) 
22(水) 
24(金) 

大みか拠点 
9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回 
大会：\1000 
 (昼食費含む) 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@nifty.com 

21(木) 19(木) 
16(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

25(月) 23(月) 27(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:30～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@net1.jway.ne.jp 

6,13 
20(水) 

4,11 
18(水) 

8,15 
22(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

 
溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

5(火) 10(火) 7(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真 五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

1(金) 6(金) 10(金) 大みか拠点 
  9:30～ 
 13:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

勝田パソコン 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

26(火) 24(火) 28(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\500/回 

 注）・旅行会(連絡先；溝口忠憲)は開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

 

同好会の行事ご案内（１１月～１月） 

 
編集後記 退職後も複数のグループ活動に参加・活躍
されている滝田さん、安田さんから投稿いただきまし
た。滝田さんは独創的写真を追求して写真展に挑まれ
る姿勢を、安田さんからは２０数年以上継続活動され
ている日立歴史研究会の状況と中国から日本への囲碁
伝播の歴史に関する紹介をいただいています。深みを
求めることをロマンと捉える姿勢には感銘を受けま
す。                瀧澤 照廣 

４ 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

１．第 91回研修会 
【航空自衛隊百里基地、茨城空港、他見学】 
小美玉市にあるイトウ製菓(株)の自動製造ラインを

見学した後、14年ぶりに茨城空港、空港公園、航空自
衛隊百里基地(広報資料館、戦闘機見学など基地内を巡
回)を見学します。 
・開 催 日：令和６年 11月 26 日(火) 
・集  合：大みか駅前(東口)     8：00 
      日立南ドライブイン   8：15 
・帰  着：大みか駅前(東口)  16：00頃の予定 
・会  費：7,000 円の予定(バス､昼食代､他) 
・募集人員：25名(20 名以上の参加で実施) 
・申込締切：10月 27日(日)  
・申 込 先：石田和夫 
・Tel/Fax ：0294-34-0209 携帯 080-5087-2555 
 E-mail  ：ishida.kazuo@nifty.com 
 
 

２．第 99回歩こう会【袋田の滝ジオパークを歩く】 
袋田駅を出発して,袋田周辺の地質の成り立ちが分

かる３ポイントを紅葉を眺めながら巡ります。滝本バ
ス停からバスで袋田駅へ戻ります。 
・開催日：11 月８日(金) 雨天 11月 15日(金) 
・集 合：水郡線袋田駅 10:40 
・コース：袋田駅→ポイント１(レキ岩)→関鉄之介の

歌碑→ポイント２(斜交層理砂岩)(昼食)→
ポイント３(袋田の滝)→滝本バス停→袋田
駅(距離 4.2km) 

・持参品：昼食、飲物、雨具、マスクなど 
・申込締切：11月 1日(金) ・会費：会員 200円 
・申 込 先：石橋康正 
・Tel/Fax ：0294-37-0439/0294-37-3725 
・E-mail   :yasumasa_ishibashi@ybb.ne.jp 
 

第２０回デジカメ
で じ か め

写真展のご案内 
デジカメクラブ、写真五七五グループ、野鳥・自

然観察グループ合同の写真展を下記の日時、場所に
て開催します。四季折々の風景や風物詩写真、一枚
の写真から連想される句を添えた作品、県内外で観
察される野鳥の写真など多数が展示されます。 

・日時：12 月２日(月)～12 月７日(土)  
9:00～17:00（最終日は 13:00 まで） 

・場所：多賀市民プラザ １階ギャラリー 

メンバー一同、多数の皆さまのご来場をお待ちして
います。 


